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【本資料の位置付け】 

 本資料は、光衛星間通信実験衛星(OICETS)の評価票でいただいた

ご意見の中で、独立行政法人宇宙航空研究開発機構(JAXA)から説明

が必要と事務局が判断されたものについてJAXAから追加の説明をま

とめたものである。 

●プロジェクトの成果（アウトカム）に関するコメント 

1 技術試験衛星である限り､次なるプロジェクトおよび衛星にどのよ

うに生かされるか。 3ページ 

 

●プロジェクトの成果（インパクト）に関するコメント 

2 1μradは5 km先の5 mmの目標に相当する精度であり、測地・

測距に適用した場合に現状の精度を大幅に上回る可能性があ

る｡地殻変動などによる地表面の変化などへの応用が可能では

ないか。 9ページ 

 

●プロジェクトの成否の原因に対する分析に関するコメント 

3 プロジェクトの成果について以下のような意見がある。 JAXAあ

るいはメーカ内にどの様な形でまとめられており、継承されてい

るのかを説明して頂きたい。 

・ OICETS開発終了（H 14.3）から打上げ（H 17.8）までの約2年

半、光学機器の保管にあたり様々な問題を解決しノウハウを

蓄積したと思われる。この点を是非JAXA、あるいはメーカ内

に資産として残して欲しい。 

・ 熱歪の影響、衛星微小振動等、抽出された課題に関して外

部有識者の意見も取り入れて事前解決を図って衛星設計を

行い成果を挙げたことは評価出来る。ただしその成果および

更に改善を要する点等がどのように纏められており、またど

のように生かされているか具体論が乏しいように思われる。

 10ページ 

 






















